
災害対応
マニュアル

SAFETY GUIDE

身近な危機対応について
事故や犯罪などの身の回りの危機について
は本学WEBサイト内の「身近な危機対応に
ついて」を参考にしてください。事故や犯罪、
ハラスメント、SNS上のトラブルなどの危機
は、知識や注意で回避することができます。
以下のURLまたはQRコードからアクセスでき
ます。
https://www.shudo-u.ac.jp/
lifesupport/attention.html

Topics

自宅へ 指定された避難場所へ
⬇はい

【揺れが収まったら】

災害用伝言ダイヤルとweb171は相互連携しています。

⬇いいえ

⃝�机の下や、落下物のない場所に身を隠し、
カバンや衣類で頭を守る。
⃝�ガラス窓には近づかない。
⃝�火元となるものは停止する。
⃝�脱出口確保のためドアや窓を開ける。
⃝�エレベーターの中の場合、全ての階のボ
タンを押す。（止まった最寄階で降りる）

【屋外での対応の場合】
⃝�頭をカバンなどで守り、建物から離れる。
⃝�飛散するガラスなどから身を守る。

⃝�周囲の人と協力し、落ち着いて行動する。
⃝�階段は慎重に降りること。
　（エレベーターは絶対に使用しない）
⃝�避難完了後は、緊急対策本部の指示を
待つ。
⃝�家族と安否確認をする。
⃝�大学へ安否連絡をする。

⃝�交通機関（アストラムラインや路線バス
等）の運行状況や停電の有無、周辺の
災害情報を確認する。
⃝�誤情報や噂に惑わされず、公的機関から
の正確な情報を得る。

⃝�本学は広島市の指定緊急避難場所に指
定されています。

災害発生時には、教学システムに登録してい
るメールアドレスに一斉メールを配信します。
メールの内容に従い、安否の状況をお知ら
せください。

〒731-3195 広島市安佐南区大塚東1-1-1
代表� 082-848-2121
学長室総合企画課� 082-830-1102
学生センター� 082-830-1117
保健室� 082-830-1118

地震などの災害が起きた場合は、このマ
ニュアルを参考に、身の安全を守り落ち
着いて行動してください。このマニュア
ルは財布などに入れておくなど、携帯し
てください。

で確認 NTT災害用伝言ダイヤル

で確認 NTT災害用伝言板

歩行による避難距離について
目安は3km圏内です。非常時の歩行速度
は約2.5km/hとされており、1時間程度
で移動できることを想定しています。
※日没後の移動は危険です。

災害時の連絡は学生センターまでお願いします。
⃝学生センター
　E-Mail：gakusei@js.shudo-u.ac.jp
　電話：082-830-1117

氏　名�

学籍番号�

学部・研究科�

電話番号�

住　所�

血液型　　　　　　Rh（　　）

持　病　　　　　　常備薬�

アレルギー�

このマニュアルは本学WEBサイト
からも印刷できます。

自分の身を守る 電 話

インターネット

大学からの安否確認

災害時の連絡先

避難指示が出るまで教室で待機

帰宅指示により帰宅する

避難指示に従い、避難場所へ避難

171 をダイヤル

録音1
暗証番号を利用する録音3

伝言の登録

再生2
暗証番号を利用する再生4

伝言の確認・再生

連絡を取りたい方の電話番号を入力

緊急時パーソナルメモ

ガイダンスに従い録音（再生）

https://www.web171.jp
（web171）へアクセス

焦らず、周囲の状況を確認

体を低くして安全姿勢のまま待機

自分の家に歩いて帰ることができるか
※交通機関が動いていない場合

Point

地震が発生したら 家族への連絡方法 大学への連絡方法

広島修道大学　災害対応マニュアル 検索

メールアドレスは、すぐに確認でき
るものを常に設定してください。

緊急連絡先
氏名� （間柄　　　　）

電話番号
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各社のQRコードはこちら

豪雨・土砂災害の
場合避難経路について

携帯各社の災害用
伝言板サービス

緊急避難アイテム

緊
急

用
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ッ

プ

❶ 土砂くずれに要注意 �
そばに高さ4m以上の崖がある場合、異変を
感じたらすぐに避難する。

土砂くずれの兆候
・雨がやんだのにいつまでもわき水がでる。
・斜面から小石や土がバラバラ落ちてくる。
・わき水や渓流が急に濁る。
・斜面にひび割れができる。
・山鳴りがする。
・腐った土の匂いがする。

❷ 危険な場所から避難 �
⃝�高潮や浸水、土砂災害の発生しそうな場所
には近づかない。
⃝�危ないと感じたときは、近所の人と連絡を
取り合いながら早めに避難をする。
⃝�避難方法や避難場所は事前に確認しておく。
❸ 避難勧告や避難指示（緊急）が出たら
⃝�テレビやラジオ等から最新情報を入手する。
（参照：国土交通省防災情報提供センター）
⃝�一定の基準雨量を超えると避難勧告や避難
指示（緊急）が発令され、報道機関や自治
体、消防署や警察署から避難が呼びかけら
れるので、指示に従って避難する。

❶ 事前準備 �
□ 現金（小銭も）
□ 健康保険証
□ タオル・ばんそうこう
□ 小型懐中電灯
□ ホイッスル
□ ティッシュ・
　 ウェットティッシュ
□ 非常用保温アルミ
　 シート

□ チョコレート・あめなど
□ 学生証
　 （免許証なども）
□ �アドレス帳
　 （家族、友人の連絡先）
□ 雨具（カッパなど）
□ 携帯充電用バッテリー
□ 油性マジックペン

❷ 非常時に必要なアイテム �
□ 貯金通帳
□ 常用薬とその処方箋
□ 運動靴
□ 卓上コンロ
□ ひも・ロープ
□ 予備電池
□ スリッパ
□ 使い捨てカイロ
□ 印鑑
□ 上着・下着・靴下
□ リュック
□ 懐中電灯
□ ろうそく・ライター

□ 缶切リ・栓抜き
□ 洗面用具
　 （�ドライシャンプー・マ
ウスウォッシュなども）

□ 非常用食料・水
　 （３日分）
□ 生理用品
□ ラップ
□ ポリ袋
□ 非常用簡易トイレ
□ マスク
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キャンパス内の建物は、必ず2方向以上の
避難経路を設けています。誘導灯に従い、
危険箇所・火元を避け、安全な経路を選ん
で、下層階に避難しましょう。

大規模な災害時にスマートフォンや携帯電
話から自身の状況を登録し、安否確認がで
きる災害時専用のサービスです。予め指定
した方に対し、災害用伝言板に登録された
ことをメールで知らせる機能もあります。


